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あいち 

食品工業技術センターニュース 

●「知の拠点あいち重点プロジェクト（Ⅰ期）」成果普及セミナーを開催しました。 

「食の安心・安全技術開発プロジェクト」の一環として「近赤外光技術の食品異物検査へ

の利用」をテーマに標記のセミナーを１０月２７日（木）に当センターにて開催しました。 

当日は、県内の食品関連企業より多くの方に参加してい

ただき、改めて食品異物検査への関心の高さを伺い知るこ

とができました。 

講演１ 近赤外光技術と食品異物検査への応用 

豊橋技術科学大学大学院 工学研究科 教授              

福田 光男 氏 

講演２ NIR イメージング異物検査装置の紹介と利用 

     三井金属計測機工株式会社 生産技術統括部長 天野 啓二 氏 

●「知の拠点あいち重点プロジェクト（Ⅰ期）」成果普及セミナーを開催します。 

テーマ 残留農薬の「簡単・迅速・安価」な検査技術 

日 時 １２月１日（木） 午後 1 時 30 分～午後 4 時 00 分 

場 所 あいち産業科学技術総合センター食品工業技術センター大研修室 

内 容 講演１ 「イムノクロマト法を用いた残留農薬検出技術」 

        豊橋技術科学大学大学院 環境・生命工学系 教授 岩佐 精二 氏 

    講演２ 「GC-MS 用残留農薬微量マルチ定量パッケージ」 

       （株）島津製作所分析計測事業部プロダクトマネージャー 宮川 治彦 氏 

詳細につきましては、以下のページを参照してください。 

http://www.aichi-inst.jp/shokuhin/news/up_docs/h281201_seminar_GCMS.pdf

●「2016 フードセーフティ中部」にて、「知の拠点あいち重点研究プロジェクト」

の成果を出品しました。 
11 月 9 日～11 月 11 日の３日間、「ポートメッセなご

や」を会場に、日刊工業新聞主催の「2016 フードセーフ

ティ中部」が開催されました。当センター成果活用プラ

ザから、「知の拠点あいち重点研究プロジェクト」の成

果品として、異物検査装置、微生物検査装置、残留農薬

キット等を出展しました。 

 会期中には、森岡副知事が来訪され、出品された展示

品を熱心に見学されました。 

今月の内容  ● ト ピ ッ ク ス 

● 技 術 解 説 「 繊 維 製 品 由 来 異 物 の 繊 維 判 別 に つ い て 」 

ト ピ ッ ク ス 
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１．はじめに

食品に混入する異物として、繊維が混入する

事例は少なくありません。

以前、繊維状異物の同定に役立つ繊維の知識

をあいち産業科学技術総合センターニュース

（2016 年 3 月号）１）でご紹介しました。糸な

ど繊維製品に由来する異物の検査では、JIS２）

に基づく試験方法など、複数の手法を組み合わ

せて試料の構成繊維の種類を調べます。ここで

は、主な試験方法である顕微鏡試験と各種試薬

に対する溶解性試験から、異物のような少量の

試料の繊維にも適用できる手法をご紹介します。

２．顕微鏡試験

顕微鏡観察では、繊維の形状等から繊維の種

類を推測します。また、推測結果から、他にど

のような分析を行えば良いか、おおよその見当

を付けるために欠かせない試験です。

試料を繊維がばらばらになるよう細かくほぐ

して顕微鏡で繊維の側面を観察し、形状や色、

太さの違いによって何種類の繊維が含まれてい

るかおおよその見当をつけます。顕微鏡の倍率

は 100倍程度あれば十分に観察できます。綿（ね

じれ）、麻（ふし状）、毛（うろこ状）のよう

に特異な形状を有する天然繊維（図１）は、こ

の試験でおおよそ判別出来ます。

化学繊維は形状だけでは判別が困難ですが、

繊維の素材に応じて特定の色に染め分けられる

鑑別染料を用いれば、図２のように色によって

素材を推測することができます。

ただし、鑑別染料は色物には不向きであり、

加工により染着性が変化することがあるため注

意が必要です。また、カチオン可染ポリエステ

ルや酸性可染アクリルなど、染色性を変えた繊

維もあるため、化学繊維は必ず他の試験と組み

合わせて判別する必要があります。

図３にボーケンステインⅡで染色した繊維

の顕微鏡写真を示します。表面が滑らかな化学

繊維の他に、青色に染まったねじれのある繊維

が認められます。ねじれがある繊維は形状から

綿と判別されますが、青色に染まっていること

でより確信を持つことができます。また、化学

繊維は形状からは判別できませんが、薄黄色に

染まっているため、ポリエステルと推測するこ

とができます。

繊維製品由来異物の繊維判別について 

図３ ボーケンステインⅡで染色した繊維

の顕微鏡写真

綿

ポリエステル

図２ 鑑別染料（ボーケンステインⅡ）

による染色例３）

綿・麻（青色）

ナイロン（緑色）

アセテート（橙色）

毛（茶色）

レーヨン（青色）

アクリル（赤色）

絹（小豆色）

ポリエステル（薄黄色）

図１ 特異な形状を有する天然繊維

左から綿、麻、毛
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３．各種試薬に対する溶解性試験

様々な試薬に対して、繊維によって溶解性に

違いがあることを利用して繊維の種類を判別す

る試験です。試薬溶解性は繊維の形状や染色性

等の影響を受けないため、繊維鑑別では決め手

となる試験で、前記の顕微鏡観察と組み合わせ

ることでより確実な判別をすることができます。

顕微鏡で試料を観察しながら溶解試薬を滴下

し、試薬が浸透するときの試料の状態を観察し

ます。試薬によって繊維が溶解する速度や状態

が異なるため、本試験の前に既知の繊維で溶解

する状況を見ておくと確実です。また、試薬の

濃度や温度によっても繊維の溶解性が異なるた

め、注意が必要です。試料が少ない異物では、

顕微鏡下で溶解性が確認できるよう、加熱が不

要な、常温での試験を選択すると良いでしょう。

表１に繊維の各種試薬に対する溶解性の一例

を示します。

６．おわりに

繊維鑑別は経験に左右される試験でもあり、

特に異物の場合はやり直しができません。当セ

ンターではご紹介した試験以外に、赤外分光分

析などの分析機器も使用して同定試験を行って

おります。また、繊維以外にも各種異物試験を

行っておりますので、お気軽にご相談ください。

参考資料

1) http://www.aichi-inst.jp/other/up_docs/no
168_03.pdf 

2) JIS L 1030-1（繊維製品の混用率試験方法

－第 1 部：繊維鑑別）

3) ボーケンステインⅡ取扱説明書，一般財団

法人ボーケン品質評価機構

分析加工技術室：中田絵梨子

研究テーマ：異物同定の迅速化を図る異物試験の体系化

担当分野 ：異物試験

表１ 繊維の各種試薬の溶解性

○：溶解 △：部分溶解 ×：不溶

次亜塩素
酸ナトリ
ウム

20%塩酸 60%硫酸 70%硫酸 濃硫酸 濃硝酸
テトラヒド
ロフラン

ジメチル
ホルムア

ミド

100%
アセトン

綿・麻 × × × ○ ○ × × × ×
絹 ○ △ ○ ○ ○ × × × ×
毛 ○ × × × △ × × × ×

レーヨン × × ○ ○ ○ × × × ×
ナイロン × ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ×
ビニロン × ○ ○ ○ ○ ○ × × ×
アセテート × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

アクリル × × × × ○ ○ ×
(40-50℃)

○ ×

アクリル系 × × × × ○ ○ ○ ○
(40-50℃)

○
ポリエステル × × × × ○ × × △ ×
ポリプロピレン × × × × × × × × ×
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